





















































































































































































































































































































































































































































































事例1） 日日程 場合( ム参ｶﾛ）
教室､q客
9:00～ 開始式･柔軟運動･ウオーミングアップの開始
･ボール遊び
･オーバーハンドパス､アンダーハンドパスの基本技術
･レシーブ基本技術
･スパイク基本技術
･サービス基本技術
１２:00～ 属合･休鎚
1３ 00～ ウオーミングアップ
1３ 45～ ※チーム分|ナ･ゲームの体験
1５ 30～’閉会式･ファンサービス活動
１６:00 終了
事例2) 日日程の場合(フリー参加）
法政大学体育・スポーツ研究センター紀要
究科リサーチペーパー(2007年度N0,30）
増山光洋(2007）バレーボールのクラブ化一Ｊリーグクラ
ブのバレーボール競技への取り組み－育英短期大学研
究紀要24,57-70
松田裕雄(2002）バレーボールにおける地域密着化及びク
ラブ化に関する研究一現状と今後の研究課題一バレー
ボール研究VOL4,62
バレーボール学会編鈴木漠(2005）日本文化出版
ThinkingVO11eyballバレーボール100Q入魂地域に
おけるスボーツクラブの育成,９８
矢島忠明・加藤清忠(2003）日本の企業スポーツ衰退から
見る今後のスポーツ動向一バレーボールを中心に－早
稲田大学体育学研究紀要35,63-69。
参考資料
Ｊリーグ公式HPhttpWWwwj-1eague・onjp／
Ｊリーグ百年構想～スポーツ文化の確立を目指して
文部科学省ＨＰ
http:/ｿWwwmext・gojp/a=menu/Sports/Plan/06031014.ht、
スポーツ振興計画
東京ヴェルディオフィシャルHPhttpWWwwBverdyGcojp／
東京ヴェルディクラブ構成
バレーボールＶリーグオフィシャルHP
http:/l/Wwlwleague・orjp／
社員一覧・社会貢献活動他
写真提供
(株）東京ヴェルディホールディングス東京ヴェルディバ
レーボールチーム
2２
